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前回からのトップランナー制度の進捗
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⚫ 機器トップランナー制度は29機器、建材トップランナー制度は３建材が対象。

⚫ 2022年5月に、家庭用エアコンの新基準を設定。2022年3月に、サッシ、複層ガラスについて、10
月に断熱材について、WGの取りまとめを公表。

⚫ 2022年9月に、変圧器の新基準について検討開始。

次期基準の審議開始又は開始予定

目標年度待ち又は次期基準案策定済

※30～32は建材トップランナー制度の熱損失防止建築材料

トップランナー制度（基準の策定状況）

次期基準 次期基準

検討中 検討中

軽・小型 2020 2030 2020年4月に告示施行 14 2008 2025

バス 2025 2019年3月に告示施行 15 2006 2025

家庭用 2010
2027

又は2029
2022年6月に告示施行 16 2012

業務用 2015 17 2012

3 2020 2019年4月に告示施行 18 2014 2022年9月にWGで検討開始

19 2008

20 2008

5 2017 21 2010

サーバ型 2021 ○ 22 2010

クライアント型 2022 23 2011

7 2011 2023 2021年4月に告示施行 24 2017

小型 2022 25 2017

トラック・

トラクタ
2025 2019年3月に告示施行 26 2017 2025 2021年6月に告示施行

9 2003 27 2015

家庭用 2021 ○ 28 2027 2019年4月に告示施行

業務用 2016 29 2020

家庭用 2021 ○
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

ﾌｫｰﾑ、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
2030 ○ 2022年10月に取りまとめ公表

業務用 2016 ﾛｯｸｳｰﾙ 2022 ○

ガス 2006 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ 2026 ○

石油 2006 31 サッシ 2030 ○ 2022年3月に取りまとめ公表

13 2008 32 複層ガラス 2030 ○ 2022年3月に取りまとめ公表

目標年度
検討状況等

2
エアコンディショ

ナー

電気便座

一部事業者の

報告徴収

1 乗用自動車
ガス温水機器

2021年4月に告示施行

石油温水機器

経過・待ち 経過・待ち

目標年度
検討状況等

一部事業者の

報告徴収

自動販売機

照明器具 変圧器

ジャー炊飯器

電子レンジ
2021年5月に告示施行

複写機 ＤＶＤレコーダー

6 電子計算機 2019年4月に告示施行
ルーティング機器

スイッチング機器

4 テレビジョン受信機 2012 2026

磁気ディスク装置 複合機

8 貨物自動車

プリンター

電気温水機器

断熱材

ビデオテープレコーダー 三相誘導電動機

10 冷蔵庫
電球

ショーケース

11 冷凍庫

12 ストーブ

30

ガス調理機器



⚫ 現在の省エネラベルの対象機器は２０機器。多段階評価、省エネルギーラベル、年間目安エネルギー料金等
から構成。

⚫ 多段階評価、省エネルギーラベル、目安年間エネルギー料金等の全てが揃ったものを「統一省エネラベル」と
いう。

⚫ 2020年11月、2021年8月及び2022年9月に、小売事業者表示制度を改正し、多段階評価（★マー
ク）の設定方法やラベルのデザイン等を変更。

2※２ 暖房機能付きは対象外

表示事項 ラベルの種類

多段階
評価点

省エネ
ルギー
ラベル

年間目安
エネルギー

料金

統一省エ
ネラベル

簡易版
ラベル

石油温水機器 〇 〇 〇 〇

石油温水機器
(暖房機能付き）

〇 〇

電気便座 〇 〇 〇 〇

ジャー炊飯器 〇 〇 〇

電子レンジ 〇 〇 〇

DVDレコーダー 〇 〇 〇

ルーティング機器
（小型ルーター）

〇 〇

スイッチング機器
（L2スイッチ）

〇 〇

電気温水機器※２

（ヒートポンプ給湯機）
〇 〇 〇 〇

電球（LED電球、電球形蛍光

ランプ、白熱電球）
〇 〇 〇

表示事項 ラベルの種類

多段階
評価点

省エネ
ルギー
ラベル

年間目安
エネルギー

料金

統一省エネ
ラベル

簡易版
ラベル

エアコン 〇 〇 〇 〇

照明器具
（LED器具、蛍光灯器具）

〇 〇 〇 〇

テレビ 〇 〇 〇 〇

電子計算機
（コンピュータ、サーバ）

〇 〇

磁気ﾃﾞｨｽｸ装置 〇 〇

ビデオテープレコーダー 〇 〇

電気冷蔵庫
（冷蔵庫、冷凍冷蔵庫）

〇 〇 〇 〇

電気冷凍庫 〇 〇 〇 〇

ストーブ 〇 〇

ガス調理機器 〇 〇 〇

ガス温水機器 〇 〇 〇 〇

ガス温水機器
(暖房機能付き）

〇 〇

省エネラベルの対象機器、表示事項及びラベルの種類

※１ 年間目安エネルギー料金とは、年間の目安電気料金、目安ガス料金又は目安灯油料金のことを指します。

省エネラベルの対象機器



⚫ 2022年5月、家庭用エアコンの新しい省エネ基準等を改正したことから、 2022年9月に家庭用
エアコンに係る小売事業者表示制度（統一省エネラベル）を改正（2022年10月施行）。

⚫ 家庭用エアコンのラベルについて、記載を簡素化するとともに、視認しやすい配色デザイン等にする
ともに、５段階の評価に代わり5.0～1.0で評価する多段階評価点を表示。

⚫ 新基準において仕様（一般地/寒冷地)による区分分けを設定したことに伴い、寒冷地仕様のラ
ベルを新たに設定。

改正前の小売事業者表示制度のラベル
（エアコン）

改正後の小売事業者表示制度のラベル
（エアコン）

一般地仕様 寒冷地仕様ラベルデザインを変更

5.0~1.0の
41段階評価に変更

2027年度目標に対する
省エネ基準達成率を記載

寒冷地仕様のラベルを新設

JIS2013で
測定した値を記載

家庭用エアコンの小売事業者表示制度

3



4

ベンチマーク制度における対象業種の拡大（令和4年度 追加業種）①

令和3年度 第2回 工場等判断基準WG（2022年2月1日）参考資料2
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ベンチマーク制度における対象業種の拡大（令和4年度 追加業種）②

令和3年度 第2回 工場等判断基準WG（2022年2月1日）参考資料2


